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先週のマーケット動向（9月 15日～9月 19日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,392.1  1,395.9  1,377.3  1,393.6  +5.4 

JPY/KRW 9.4268  9.4692  9.3811  9.4350  +0.021 

KOSPI 3,407.78 3,467.89 3,391.33 3,445.24 +49.70 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇。前週末に米インフレ期

待が予想外に上昇したことを受けて週初ドル/ウォンは

1,392.1でオープン。しかし、その後は株式市場への資金

流入を通じてウォン買いが拡大し上げ幅を縮小する展開。

週央にかけてKOSPIが史上最高値付近で推移し、FOMCでの

利下げ期待も追い風となり、17日に一時1,377.3の安値を

つけた。FOMCでは大方の予想通り25bpの利下げが決定され

るも、「50bpの利下げに対する広い支持は無かった」とい

った予想よりタカ派なパウエル議長の発言により、週後半

にかけてはドルが買い戻される展開に。18日に発表された

米週間新規失業保険申請件数も予想を下回る良好な内容

で、雇用情勢に対する懸念が和らぎ、一段と買戻しの動き

が見られた。結局、ドル/ウォンは19日に一時1,395.9まで

上昇した後、前週末比+5.8ウォンの1,393.6ウォンでクロ

ーズ。(韓国時間15：30） 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォン相場は底堅い推移か。先週FOMCでは

予想通り利下げが決定されるも、発信内容などが予想比タ

カ派であったことから、その後ドルは買い戻される展開

に。韓国株式市場も堅調ながら高値圏では神経質な動きも

見られ、一段とウォン買いが強まる理由にも乏しい状況

か。今週のドル/ウォンは1,390ウォン付近で底堅い推移の

継続を予想する。 
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* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
 

今後の予定 

 

22日(月) 欧 9月 消費者信頼感指数 速報値
23日(火) 欧 9月 製造業PMI 速報値

米 9月 製造業PMI 速報値
欧 9月 サービス業PMI 速報値
米 9月 サービス業PMI 速報値

24日(水) 米 8月 新築住宅販売件数 
25日(木) 米 9月 失業保険新規申請者数 

米 8月 中古住宅販売件数 
米 8月 耐久財受注 速報値
米 2Q GDP 確報値

26日(金) 米 9月 ミシガン大消費者マインド指数 確報値
日 9月 東京都区内CPI 速報値
米 8月 個人所得 
米 8月 個人消費 


